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(57)【要約】
【課題】部品点数が少なく組立及び分解が容易で、短時
間で設置及び回収を行うことができ、使用時以外は分解
して搬送及び保管が可能な組立式仮設階段を提供する。
【解決手段】先側の回動可能なクランプ部１４により足
場の支柱１３に着脱可能に固定される左右の本体フレー
ム１２ａ、１２ｂと、本体フレーム１２ａ、１２ｂの間
に着脱可能に装着される複数の踏み板１５を有し、各本
体フレーム１２ａ、１２ｂは平行配置された上辺部１６
ａ、１６ｂ及び下辺部１７ａ、１７ｂと、一端側及び他
端側が上辺部１６ａ、１６ｂ及び下辺部１７ａ、１７ｂ
の内側部に回動可能に連結された複数の連結片１８を有
し、各踏み板１５は平面視して長方形状の踏み板本体２
１と、その各短辺の中央下部に設けられた装着部２５を
有し、各連結片１８の長手方向の中央部に各装着部２５
が着脱可能に装着されて各踏み板１５を水平に支持する
踏み板取付部２３が形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
建設現場の足場に設置される組立式仮設階段であって、
左右一対の本体フレームと、該各本体フレームの先側に回動可能に取付けられ前記足場の
支柱に着脱可能に固定されるクランプ部と、前記左右一対の本体フレームの間に着脱可能
に取付けられる複数の踏み板とを有し、
前記各本体フレームは、上辺部と、該上辺部と平行に配置された下辺部と、長手方向の一
端側が前記上辺部の内側部に回動可能に連結され長手方向の他端側が前記下辺部の内側部
に回動可能に連結された複数の連結片とを有して、接地面に対して傾斜角度が可変とされ
、
前記各踏み板は、平面視して長方形状の踏み板本体と、該踏み板本体の各短辺の中央下部
に設けられた装着部とを有し、
前記各連結片の長手方向の中央部には前記各装着部が着脱可能に装着されて前記各踏み板
を水平に支持する踏み板取付部が形成されていることを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項２】
請求項１記載の組立式仮設階段であって、前記装着部は、前記踏み板本体の下方に突出し
たくさび形突起部であり、前記踏み板取付部は、該くさび形突起部が挿抜可能に保持され
る筒型に形成されていることを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項３】
請求項１又は２記載の組立式仮設階段であって、前記各本体フレームに着脱可能に取付け
られる１又は複数の手摺り部を有することを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項４】
請求項３記載の組立式仮設階段であって、前記各手摺り部は、前記各本体フレームと平行
に配置される手摺り本体と、該手摺り本体の長手方向の一側及び他側にそれぞれの上端側
が回動可能に連結された一対の支持体と、該各支持体の下端側にそれぞれ設けられた下端
装着部とを有し、前記各本体フレームは、該各下端装着部が着脱可能に装着されて前記各
支持体を垂直に支持する支持体取付部を有することを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項５】
請求項４記載の組立式仮設階段であって、前記各下端装着部は、前記各支持体の下方に突
出したくさび状突起を有し、前記各支持体取付部は、長手方向の一端側が前記上辺部の外
側部に回動可能に連結され、長手方向の他端側が前記下辺部の外側部に回動可能に連結さ
れており、長手方向の中央部に前記くさび状突起が挿抜可能に保持される筒型支持部が形
成されていることを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項６】
請求項４又は５記載の組立式仮設階段であって、前記各手摺り部は、前記一対の支持体の
間を連結する補強部を有することを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項７】
請求項６記載の組立式仮設階段であって、前記補強部は、長手方向の一端側が前記各支持
体の長手方向の途中に回動可能に保持された第１、第２のリンク部材と、長手方向の両端
部が前記第１、第２のリンク部材の長手方向の他端側に回動可能に連結された連結部材と
を有することを特徴とする組立式仮設階段。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか１記載の組立式仮設階段であって、前記左右一対の本体フレーム
の基側に回動可能に保持された接地部を有することを特徴とする組立式仮設階段。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、建築現場等において、作業者が地上と足場との間を移動するために設置される
組立式仮設階段に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
一般に建築現場等では、足場を組んで作業を行うが、作業者が地上と足場との間を移動す
るための階段が必要となる。
例えば、特許文献１には、左右一対の側けたを一組とする二組の支持体を互いに平行に配
し、両支持体を支持体の長手方向に等間隔おきに設けた複数の踏み板で連結して梯子状に
形成すると共に、踏み板は左右側けた間に回転自在に枢支して、両支持体が互いに長手方
向に平行移動可能に構成してある仮設階段が開示されている。
また、特許文献２には、断面ほぼ門字形に折曲げられた金属踏み板の複数と、その左右両
側片へ各々ほぼΩ形のサドル金具を介して密着状態に組付け一体化される金属単管桁の左
右一対とから成り、各サドル金具の第１連通長孔から各金属踏み板のセンターボルト受け
入れ孔へ差し込むセンターボルトと、同じく各サドル金具の第２連通長孔から各金属踏み
板における複数組の角度調整ボルト受け入れ孔へ択一的に差し込む角度調整ボルトとの一
対ずつによって、その各金属踏み板と組み付けられる金属単管桁の設置傾斜角度を大小調
整できるように定めた仮設階段が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１２８１９０号公報
【特許文献２】特開２０１１－２４１５６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
特許文献１の仮設階段は、踏み板を回動させて二組の支持体を長手方向に平行移動するこ
とにより、支持体の傾斜角度を変化させることができ、仮設階段の設置角度を選択するこ
とができる。しかし、踏み板が左右側けた間に回転自在に枢支されており、分解不能な構
造であるため、保管時及び搬送時の省スペース性に欠けるという課題がある。また、重量
も重く、搬送、設置、及び回収等の作業を行う際に人手が必要となり、取扱い性に欠ける
という課題がある。
特許文献２の仮設階段は、各サドル金具の第１連通長孔から各金属踏み板のセンターボル
ト受け入れ孔へ差し込むセンターボルトと、各サドル金具の第２連通長孔から各金属踏み
板における複数組の角度調整ボルト受け入れ孔へ択一的に差し込む角度調整ボルトによっ
て、各金属踏み板と、各サドル金具を介して各金属踏み板に組み付けられる金属単管桁の
設置傾斜角度を調整することができる。しかし、各金属踏み板と金属単管桁の設置傾斜角
度を調整するためには、各金属踏み板のセンターボルトを緩めた状態で各金属踏み板を回
動させ、左右の複数組の角度調整ボルト受け入れ孔の中から、それぞれ同一角度位置にあ
る角度調整ボルト受け入れ孔を選択して角度調整ボルトを差込み、固定ナットを締結しな
ければならず、角度調整に手間がかかるという課題がある。また、各金属踏み板がセンタ
ーボルトと角度調整ボルトによりサドル金具を介して金属単管桁に固定されるので、各部
を分解することは可能であるが、部品点数が多く、組立及び分解の作業が煩雑で、設置及
び回収に手間がかかるという課題がある。
本発明は、かかる事情に鑑みてなされたもので、部品点数が少なく、組立及び分解に手間
がかからず、短時間で設置及び回収を行うことができ、使用時以外は分解して簡単に搬送
することが可能で、保管時の省スペース性に優れる組立式仮設階段を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
前記目的に沿う本発明に係る組立式仮設階段は、建設現場の足場に設置される組立式仮設
階段であって、
左右一対の本体フレームと、該各本体フレームの先側に回動可能に取付けられ前記足場の
支柱に着脱可能に固定されるクランプ部と、前記左右一対の本体フレームの間に着脱可能
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に取付けられる複数の踏み板とを有し、
前記各本体フレームは、上辺部と、該上辺部と平行に配置された下辺部と、長手方向の一
端側が前記上辺部の内側部に回動可能に連結され長手方向の他端側が前記下辺部の内側部
に回動可能に連結された複数の連結片とを有して、接地面に対して傾斜角度が可変とされ
、
前記各踏み板は、平面視して長方形状の踏み板本体と、該踏み板本体の各短辺の中央下部
に設けられた装着部とを有し、
前記各連結片の長手方向の中央部には前記各装着部が着脱可能に装着されて前記各踏み板
を水平に支持する踏み板取付部が形成されている。
【０００６】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記装着部は、前記踏み板本体の下方に突出した
くさび形突起部であり、前記踏み板取付部は、該くさび形突起部が挿抜可能に保持される
筒型に形成されていることが好ましい。
【０００７】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記各本体フレームに着脱可能に取付けられる１
又は複数の手摺り部を有することができる。
【０００８】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記各手摺り部は、前記各本体フレームと平行に
配置される手摺り本体と、該手摺り本体の長手方向の一側及び他側にそれぞれの上端側が
回動可能に連結された一対の支持体と、該各支持体の下端側にそれぞれ設けられた下端装
着部とを有し、前記各本体フレームは、該各下端装着部が着脱可能に装着されて前記各支
持体を垂直に支持する支持体取付部を有することが好ましい。
【０００９】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記各下端装着部は、前記各支持体の下方に突出
したくさび状突起を有し、前記各支持体取付部は、長手方向の一端側が前記上辺部の外側
部に回動可能に連結され、長手方向の他端側が前記下辺部の外側部に回動可能に連結され
ており、長手方向の中央部に前記くさび状突起が挿抜可能に保持される筒型支持部が形成
されていることが更に好ましい。
【００１０】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記各手摺り部は、前記一対の支持体の間を連結
する補強部を有することができる。
【００１１】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記補強部は、長手方向の一端側が前記各支持体
の長手方向の途中に回動可能に保持された第１、第２のリンク部材と、長手方向の両端部
が前記第１、第２のリンク部材の長手方向の他端側に回動可能に連結された連結部材とを
有することが好ましい。
【００１２】
本発明に係る組立式仮設階段において、前記左右一対の本体フレームの基側に回動可能に
保持された接地部を有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
本発明に係る組立式仮設階段は、クランプ部により、簡単かつ確実に足場と各本体フレー
ムを連結することができ、クランプ部を支柱に固定する際の高さに応じて各本体フレーム
の傾斜角度を変更することができる。また、踏み板を取外すことにより、左右一対の本体
フレームを分離して簡単に搬送及び保管を行うことができる。上辺部と下辺部の平行を保
ちながら各連結片を回動させ、上辺部と下辺部を相対的にスライドさせることにより、上
辺部と下辺部との間隔を変更することができ、各本体フレームの傾斜角度に関わらず、各
連結片が接地面と平行になるようにして、各踏み板を水平に支持することができる。平面
視して長方形状の踏み板本体の各短辺の中央下部に設けられた装着部が、連結片の長手方
向の中央部に形成された踏み板取付部に着脱可能に装着されるので、踏み板の着脱が容易
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で、設置安定性にも優れる。
【００１４】
本発明に係る組立式仮設階段において、装着部が、踏み板本体の下方に突出したくさび形
突起部であり、踏み板取付部が、くさび形突起部が挿抜可能に保持される筒型に形成され
ている場合、踏み板の着脱を極めて簡単に行うことができるだけでなく、踏み板が傾くこ
とがなく安全性にも優れる。
【００１５】
本発明に係る組立式仮設階段において、各本体フレームに着脱可能に取付けられる１又は
複数の手摺り部を有する場合、作業者の移動時の安全性に優れる。
【００１６】
本発明に係る組立式仮設階段において、各手摺り部が、各本体フレームと平行に配置され
る手摺り本体と、手摺り本体の長手方向の一側及び他側にそれぞれの上端側が回動可能に
連結された一対の支持体と、各支持体の下端側にそれぞれ設けられた下端装着部とを有し
、各本体フレームが、各下端装着部が着脱可能に装着されて各支持体を垂直に支持する支
持体取付部を有する場合、手摺り部の着脱が容易で、各本体フレームの傾斜角度に応じて
、手摺り本体を各本体フレームと平行に配置することができ、取扱い性に優れる。
【００１７】
本発明に係る組立式仮設階段において、各下端装着部が、各支持体の下方に突出したくさ
び状突起を有し、各支持体取付部が、長手方向の一端側が上辺部の外側部に回動可能に連
結され、長手方向の他端側が下辺部の外側部に回動可能に連結されており、長手方向の中
央部にくさび状突起が挿抜可能に保持される筒型支持部が形成されている場合、手摺り部
の着脱を極めて簡単に行うことができるだけでなく、支持体が傾くことなく手摺り本体を
所定の位置に保持することができ、安全性に優れる。
【００１８】
本発明に係る組立式仮設階段において、各手摺り部が、一対の支持体の間を連結する補強
部を有する場合、手摺り部の形態安定性を向上させることができると共に、作業者の落下
を効果的に防止することができる。
【００１９】
本発明に係る組立式仮設階段において、補強部が、長手方向の一端側が各支持体の長手方
向の途中に回動可能に保持された第１、第２のリンク部材と、長手方向の両端部が第１、
第２のリンク部材の長手方向の他端側に回動可能に連結された連結部材とを有する場合、
本体フレームの傾斜角度に応じて各支持体の上下方向位置が変化しても、連結部材を回動
させて対応することができ、汎用性に優れる。
【００２０】
本発明に係る組立式仮設階段において、左右一対の本体フレームの基側に回動可能に保持
された接地部を有する場合、本体フレームの傾斜角度に関わらず、本体フレームの基側を
接地部で確実に支持することができ、本体フレームの設置安定性を向上させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る組立式仮設階段を示す側面図である。
【図２】同組立式仮設階段の本体フレームに踏み板を装着した状態を示す平面図である。
【図３】同組立式仮設階段の本体フレームに踏み板を装着した状態を示す正面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図である。
【図５】図４のＢ－Ｂ線断面図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る組立式仮設階段を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
続いて、添付した図面を参照しつつ、本発明を具体化した実施の形態につき説明し、本発
明の理解に供する。
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図１～図５に示す本発明の第１の実施の形態に係る組立式仮設階段１０は、建築現場等に
おいて、作業者が設置面１１となる地上（地面）と足場との間を移動するために設置され
るものである。
図１～図４に示すように、組立式仮設階段１０は、左右一対の本体フレーム１２ａ、１２
ｂと、各本体フレーム１２ａ、１２ｂの先側に回動可能に取付けられ足場の支柱１３に着
脱可能に固定されるクランプ部１４と、左右一対の本体フレーム１２ａ、１２ｂの間に着
脱可能に取付けられる複数（ここでは８個）の踏み板１５とを有している。本体フレーム
１２ａ、１２ｂは、正面視して左右対称に対向配置される。
そして、各本体フレーム１２ａ、１２ｂは、角パイプで形成された上辺部１６ａ、１６ｂ
と、上辺部１６ａ、１６ｂと平行に配置された平板状の下辺部１７ａ、１７ｂと、長手方
向の一端側が上辺部１６ａ、１６ｂの内側部に回動可能に連結され長手方向の他端側が下
辺部１７ａ、１７ｂの内側部に回動可能に連結された複数の連結片１８とを有している。
【００２３】
連結片１８の長手方向の一端側及び他端側と、上辺部１６ａ、１６ｂの内側部及び下辺部
１７ａ、１７ｂの内側部との連結にはボルトとナットによる締結手段１９が好適に用いら
れる。このとき、連結片１８が上辺部１６ａ、１６ｂ及び下辺部１７ａ、１７ｂに対して
、がたつきなく可動（回動）できる程度に締結手段１９を締め付けることが好ましい。各
本体フレーム１２ａ、１２ｂは、上辺部１６ａ、１６ｂと下辺部１７ａ、１７ｂの平行を
保ちながら各連結片１８を回動させ、上辺部１６ａ、１６ｂと下辺部１７ａ、１７ｂを相
対的にスライドさせることにより、上辺部１６ａ、１６ｂと下辺部１７ａ、１７ｂとの間
隔を変更することができ、接地面（地面）１１に対して傾斜角度が可変となる（図１、図
４参照）。
【００２４】
図２～図４に示すように、各踏み板１５は、平面視して長方形状の踏み板本体２１と、装
着部として踏み板本体２１の各短辺の中央から下方に突出したくさび形突起部２５を有し
ている。そして、各連結片１８の長手方向の中央部には、筒型（角筒）に形成され、各く
さび形突起部２５が着脱可能に装着（挿抜可能に保持）されて各踏み板１５を水平に支持
する踏み板取付部２３が形成されている。
図３、図４に示すように、くさび形突起部２５を踏み板取付部２３に挿通するだけで、簡
単に踏み板１５を装着することができ、踏み板１５を介して左右の本体フレーム１２ａ、
１２ｂを一体化することができる。
【００２５】
先に説明したように、本体フレーム１２ａ、１２ｂを設置する際に、接地面１１に対する
傾斜角度は可変であるが、その傾斜角度に関わらず、各連結片１８と接地面１１が平行に
なるように設定することで、各連結片１８に設けられた踏み板取付部２３で各踏み板１５
を水平に支持することができる。
また、踏み板１５の各くさび形突起部２５が、踏み板本体２１の各短辺の中央下部に設け
られ、各踏み板取付部２３が、各連結片１８の長手方向の中央部に形成されているので、
踏み板１５に荷重が加わっても、踏み板取付部２３（連結片１８）で踏み板１５を安定的
に支持することができ、踏み板１５の傾きを確実に防止することができる。なお、各短辺
の両端に装着部（くさび形突起部）を形成し、それに対応させて各連結片の両端部に踏み
板取付部を形成することもできる。また、装着部と踏み板取付部の形状は本実施の形態に
限定されるものではなく、連結片と踏み板を固定できるものであればよい。
【００２６】
次に、組立式仮設階段１０は、図１に示すように、各本体フレーム１２ａ、１２ｂに着脱
可能に取付けられる複数（ここでは２つ）の手摺り部２７を有している。各手摺り部２７
は、各本体フレーム１２ａ、１２ｂと平行に配置される手摺り本体２８と、手摺り本体２
８の長手方向の一側及び他側にそれぞれの上端側が回動可能に連結された一対の支持体２
９ａ、２９ｂと、各支持体２９ａ、２９ｂの下端側にそれぞれ設けられた下端装着部３０
とを有している。手摺り本体２８と支持体２９ａ、２９ｂとの連結位置は、いずれもボル
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トとナットによる締結手段３１で締結されることにより、回動可能となっている。なお、
本実施の形態では、手摺り本体２８の長手方向の他側下部に、支持体２９ｂの上端側が選
択的に連結される複数（ここでは３つ）の連結孔３３が設けられた支持体連結部３４を形
成し、支持体２９ｂの取付位置を可変とした。連結孔の数及び配置は適宜、選択すること
ができるが、必ずしも支持体の取付位置を可変とする必要はなく、連結孔は１つでもよい
。
【００２７】
また、各本体フレーム１２ａ、１２ｂは、図１～図３に示すように、各下端装着部３０が
着脱可能に装着されて各支持体２９ａ、２９ｂを垂直に支持する支持体取付部３５ａ、３
５ｂを有している。
ここで、各下端装着部３０は、図１に示すように、各支持体２９ａ、２９ｂの下方に突出
したくさび状突起３６を有している。また、各支持体取付部３５ａ、３５ｂは、長手方向
の一端側が上辺部１６ａ、１６ｂの外側部に回動可能に連結され、長手方向の他端側が下
辺部１７ａ、１７ｂの外側部に回動可能に連結されており、長手方向の中央部にくさび状
突起３６が挿抜可能に保持される筒型支持部３７が形成されている。これにより、くさび
状突起３６を筒型支持部３７に挿通するだけで、簡単かつ確実に各本体フレーム１２ａ、
１２ｂに手摺り部２７を装着することができる。
【００２８】
各支持体取付部３５ａ、３５ｂの長手方向の一端側及び他端側と、上辺部１６ａ、１６ｂ
の外側部及び下辺部１７ａ、１７ｂの外側部との連結には、前述の連結片１８の場合と同
様に、ボルトとナットによる締結手段１９が好適に用いられる。このとき、支持体取付部
３５ａ、３５ｂの取付け位置が連結片１８の取付け位置と同じであれば、締結手段１９を
共通化することができる。つまり、上辺部１６ａ、１６ｂと下辺部１７ａ、１７ｂを挟ん
で連結片１８と支持体取付部３５ａ、３５ｂを対向配置し、共通の締結手段１９により連
結することができる。そして、各本体フレーム１２ａ、１２ｂにおいて、各連結片１８を
回動させ、上辺部１６ａ、１６ｂと下辺部１７ａ、１７ｂをスライドさせて傾斜角度を設
定（調整）する際に、各支持体取付部３５ａ、３５ｂも各連結片１８と同様に回動し、接
地面１１と平行になる。これにより、各支持体取付部３５ａ、３５ｂの長手方向の中央部
に形成された筒型支持部３７で、各支持体２９ａ、２９ｂを垂直に支持することができる
。また、手摺り本体２８に対し、支持体２９ａ、２９ｂの上端側が回動可能に連結されて
いるので、本体フレーム１２ａ、１２ｂの傾斜角度が変化しても、手摺り本体２８を本体
フレーム１２ａ、１２ｂと平行に設置することができる（図１参照）。
なお、本実施の形態では、図５に示すように、本体フレーム１２ａ、１２ｂの先端部に設
けられた支持体取付部３５ａ、３５ｂの他端側にクランプ部１４を取付け、本体フレーム
１２ａ、１２ｂの先側で、クランプ部１４が支持体取付部３５ａ、３５ｂと共に回動する
構成としたが、クランプ部１４を上辺部１６ａ、１６ｂ又は下辺部１７ａ、１７ｂの先側
に直接、回動可能に取付けることもできる。
【００２９】
また、手摺り部２７は、図１に示すように、一対の支持体２９ａ、２９ｂの間を連結する
補強部４２を有している。この補強部４２は、長手方向の一端側が各支持体２９ａ、２９
ｂの長手方向の途中に回動可能に保持された第１、第２のリンク部材４３ａ、４３ｂと、
長手方向の両端部が第１、第２のリンク部材４３ａ、４３ｂの長手方向の他端側に回動可
能に連結された連結部材４４とを有するものである。各支持体２９ａ、２９ｂと第１、第
２のリンク部材４３ａ、４３ｂとの連結位置、及び第１、第２のリンク部材４３ａ、４３
ｂと連結部材４４との連結位置は、いずれもボルトとナットによる締結手段４５で締結さ
れることにより、回動可能となっている。本体フレーム１２ａ、１２ｂの傾斜角度に応じ
て支持体２９ａ、２９ｂの上下方向位置が変化しても、第１、第２のリンク部材４３ａ、
４３ｂ及び連結部材４４を回動させて対応することができ、手摺り部２７を効果的に補強
することができる。
【００３０】
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本実施の形態では、第１のリンク部材４３ａの長手方向の他端側に形成した長孔４７を介
して第１のリンク部材４３ａと連結部材４４を連結することにより、必要に応じて連結位
置を変更可能としたが、必ずしも連結位置を変更可能とする必要はなく、長孔の代りに丸
孔としてもよい。また、第１のリンク部材に代えて、若しくは第１のリンク部材に加えて
、第２のリンク部材の長手方向の他端側に長孔を形成し、連結部材と連結することもでき
る。
手摺り部２７（手摺り本体２８）の長さは本体フレーム１２ａ、１２ｂの長さに応じて、
適宜、選択することができる。本実施の形態では、本体フレーム１２ａ、１２ｂの長さが
長いので、図１に示すように、複数（ここでは２つ）の手摺り部２７を直列に取付けたが
、このように複数の手摺り部２７を連結する場合、隣り合う手摺り本体２８の端部をそれ
ぞれ連結管４８の両端に挿通し、固定ボルト４９で固定して連結することにより、手摺り
部２７（手摺り本体２８）を安定的に支持することができる。本実施の形態では、一方の
手摺り本体２８と連結管４８の一端側のみを固定ボルト４９で固定したが、双方の手摺り
本体と連結管の両端側を固定ボルトで固定してもよい。なお、本体フレームの長さと手摺
り部（手摺り本体）の長さとの関係により、手摺り部を１つとしてもよいし、３つ以上と
してもよい。
【００３１】
次に、組立式仮設階段１０は、図１～図４に示すように、左右一対の本体フレーム１２ａ
、１２ｂの基側に回動可能に保持された平板状の接地部５０を有している。これにより、
本体フレーム１２ａ、１２ｂの傾斜角度に関わらず、本体フレーム１２ａ、１２ｂの基側
を接地部５０で確実に支持することができる。なお、本実施の形態では、接地部５０を上
辺部１６ａ、１６ｂの基側に回動可能に取付けたが、下辺部１７ａ、１７ｂの基側に回動
可能に取付けることもできる。
また、本実施の形態では、図１～図３に示すように、上辺部１６ａ、１６ｂの長手方向の
途中に把手部５１を設けた。これにより、踏み板１５及び手摺り部２７を取外した後、本
体フレーム１２ａ、１２ｂを容易に持ち運ぶことができる。なお、把手部の数及び配置は
適宜、選択することができる。
【００３２】
続いて、本発明の第２の実施の形態に係る組立式仮設階段５２について説明する。なお、
第１の実施の形態と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
図６の組立式仮設階段５２が組立式仮設階段１０と異なる点は、全長が短く、踏み板１５
の数が少なくなっている（ここでは４個）点と、設置面１１に対する傾斜角度が小さく（
緩やかに）なっている点である。また、組立式仮設階段５２の全長に合わせて手摺り部２
７も１つになっている。そして、第１、第２のリンク部材４３ａ、４３ｂ及び連結部材４
４を回動させて、支持体２９ａ、２９ｂの間隔と高さを調整することにより、支持体２９
ａ、２９ｂを垂直に支持し、手摺り本体２８を本体フレーム１２ｂと平行に設置すること
ができる。
【００３３】
足場の高さに応じて、全長の異なる組立式仮設階段１０又は組立式仮設階段５２を選択し
て使用することができる。また、組立式仮設階段１０及び組立式仮設階段５２のいずれも
、足場の高さに合わせてクランプ部１４の固定位置（高さ）を変更し、設置面１１に対す
る傾斜角度を変更することができる。
【００３４】
以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明は何ら上記した実施の形態に記載の構成
に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載されている事項の範囲内で考えられる
その他の実施の形態や変形例も含むものである。
例えば、本体フレームの長さは適宜、選択することができ、それに応じて、踏み板の数、
寸法（長辺と短辺の長さ）、及び配置間隔は適宜、選択することができる。また、前記実
施の形態では、本体フレームの上辺部を角パイプで形成し、下辺部を平板状に形成したが
、これに限定されるものではない。例えば上辺部を断面コの字型のチャンネル鋼で形成し
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てもよいし、下辺部を角パイプ又はチャンネル鋼で形成してもよい。
また、図面上、踏み板本体を平板状に記載したが、搬送性、取扱い性を考慮して軽量化を
図ることが好ましく、エキスパンドメタル等で網状に形成されたもの又はパンチングメタ
ル等で多孔状に形成されたもの等が好適に用いられる。
補強部は手摺り部を補強できるものであればよく、その構造は、適宜、選択することがで
きる。
上記実施の形態では、クランプ部を縦支柱に固定したが、クランプ部を９０度回転させて
水平（横）支柱に固定することもできる。
【符号の説明】
【００３５】
１０：組立式仮設階段、１１：設置面（地面）、１２ａ、１２ｂ：本体フレーム、１３：
支柱、１４：クランプ部、１５：踏み板、１６ａ、１６ｂ：上辺部、１７ａ、１７ｂ：下
辺部、１８：連結片、１９：締結手段、２１：踏み板本体、２３：踏み板取付部、２５：
くさび形突起部、２７：手摺り部、２８：手摺り本体、２９ａ、２９ｂ：支持体、３０：
下端装着部、３１：締結手段、３３：連結孔、３４：支持体連結部、３５ａ、３５ｂ：支
持体取付部、３６：くさび状突起、３７：筒型支持部、４２：補強部、４３ａ、４３ｂ：
第１、第２のリンク部材、４４：連結部材、４５：締結手段、４７：長孔、４８：連結管
、４９：固定ボルト、５０：接地部、５１：把手部、５２：組立式仮設階段

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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